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鋼橋架設等の作業指針 ―作業主任者技能講習テキスト― コード No.216400 

〈新旧対照表〉第 6 版 令和 7 年 2 月 26 日 

【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

※参考等の法令改正は引用先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 
 

（旧版）第 5 版 令和 3 年 3 月 5 日 No. 216400 （新版）第 6 版 令和 7 年 2 月 26 日 No. 216400 

［表記・用語の統一（例：職場→事業所など）］ 

作業員・労働者 作業者 

工事現場・建設現場・現場 作業所 

つり上げ装置 つり上げ機械 

メガネ めがね 
 

 

 

（旧版）第 5 版 令和 3年 3 月 5 日  No. 216400 （新版）第 6 版 令和 7 年 2 月 26 日 No. 216400 

頁 箇所 内容 頁 箇所 内容 

目次

2 

上から 5行目 片持ち式工法 目次

2 

上から 5行目 片持ち式工法（トラベラークレーン工法） 

 上から 9行目 一括架設工法 目次

2 

上から 9行目 一括架設工法（大ブロック工法） 

目次

3 

上から 14行

目 

ジャッキ式つり上げ装置 目次

3 

上から 14行

目 

ジャッキ式つり上げ機械 

4 上から 2行目 ① 常に現場にいて直接作業を指揮する。 4 上から 2行目 ① 常に現地にいて直接作業を指揮する。 

15 下から 6行目 また、現場施工期間が短いという利点がある。 15 下から 6行目 また、施工期間が短いという利点がある。 

30 下から 14行

目 

§３ 現場組織：施工体制を組織図で表わす。 30 下から 14行

目 

§３ 作業所組織：施工体制を組織図で表わす。 

31 上から 6行目 ６）現場塗装施工要領 31 上から 6行目 ６）塗装施工要領 

39 下から 7行目 2●片持ち式工法 39 下から 7行目 2●片持ち式工法（トラベラークレーン工法） 

45 下から 13行

目 

（4）送出し工法における留意事項 45 下から 13行

目 

（3）送出し工法における留意事項 

47 下から 7行目 ６● 一括架設工法 47 下から 7行目 ６● 一括架設工法（大ブロック工法） 

69 上から 4行目 革手袋 69 上から 4行目 かわ手袋 

80 図 5-4 

 

80 図 5-4 
 

 
 

84 図 5-12 

 

84 図 5-12 
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（旧版）第 5 版 令和 3年 3 月 5 日  No. 216400 （新版）第 6 版 令和 7 年 2 月 26 日 No. 216400 

頁 箇所 内容 頁 箇所 内容 

86 上から 5行目 ロ．高所作業を用いて 86 上から 5行目 ロ．高所作業車を用いて 

93 図 5-23 

 

93 図 5-23 

 

94 上から 3行目 また、通路の幅に関しては特に規程はないが、一般

に橋梁の建設工事現場においては… 
94 上から 3行目 また、通路の幅に関しては特に規程はないが、一般

に橋梁の作業所においては… 

102 図 5-31 

 

102 図 5-31 

 

103 上から 2行目 クレーン作業を行う場所（現場）は舗装のされてい

ない地盤の所が多い。 
103 上から 2行目 クレーン作業を行う場所は舗装のされていない地盤

の所が多い。 

117 図 5-48 

 

117 図 5-48 

 

134 上から 6行目 …押しジャッキを使用し、現場状況、… 134 上から 6行目 …押しジャッキを使用し、現地の状況、… 

144 上から 11行

目 

⑥ アースの接地を施す。 144 上から 11行

目 

⑥ アースの接地（外箱接地用端子、機能接地用端

子）を施す。 

147 下から 5行目 ⑤ アセチレンは立てて使用する。 147 下から 5行目 ⑤ アセチレンボンベは立てて使用する。 

148 上から 2行目 （右記追加） 148 上から 2行目 ① アーク溶接作業には、特定化学物質及び四アル

キル鉛等作業主任者技能講習を修了した者のうちか

ら、特定化学物質作業主任者を選任し、作業の指

揮、保護具の使用状況の監視等を行なわせる。ま

た、作業者は、アーク溶接等特別教育を修了した者

が行なう。 

 上から 2行目 ① アーク溶接機の機種、能力を確認する。  上から 6行目 ② アーク溶接機の機種、能力を確認する。 

 

（以降丸数字⑬まで繰り下げ） 

158 上から 2行目 …普通メグオーム（ＭΩ）で表わす。１メグオーム

とは 100万オームである。 

158 上から 2行目 …普通メガオーム（ＭΩ）で表わす。１メガオーム

とは 100万オームである。 

159 上から 2行目 …その取扱いを誤るといろいろな災害を伴うもので

ある。… 

159 上から 2行目 …その取扱いを誤るといろいろな災害が起きるもの

である。… 

170 下から 6行目 …公衆災害防止（地元住民や通行人に対する損害）

も非常に重要である。… 

170 下から 6行目 …公衆災害防止（地元住民や通行人に対する危害並

びに迷惑）も非常に重要である。… 

171 上から 5行目 そのために出来るだけ騒音・粉じん等を発生させな

いような… 
171 上から 5行目 そのために出来るだけ騒音・交通障害・粉じん等

を発生させないような… 

 下から 2行目 …（在来線及び新幹線、昭和 63年 2月 22日）…  下から 1行目 …（在来線及び新幹線、平成 13年 12月１日）… 

173 図 6-9キャプ

ション 

図６―９ 落下物に対する防護 173 図 6-9キャプ

ション 

図６―９ 落下物防護工（供用区域上空時） 
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（旧版）第 5 版 令和 3年 3 月 5 日  No. 216400 （新版）第 6 版 令和 7 年 2 月 26 日 No. 216400 

頁 箇所 内容 頁 箇所 内容 

175 下から 12行

目 

る場合は直ちに補修を行う。 175 下から 12行

目 

る場合は直ちに補修を行う。点検者を指名して点

検を行ったときは、当該点検の結果及び、点検者

の氏名、補修等の措置を講じた場合にあっては当

該措置の内容を記録し、足場を使用する作業を行

う仕事が終了するまでの間、これを保存しなけれ

ばならない。 

179 上から 4行目 安全帯は、厚生労働大臣が定める「安全帯の規格」

に適合したものでなければならない。 

179 上から 4行目 安全帯は、厚生労働大臣が定める「墜落制止用器

具の規格」に適合したものでなければならない。 

 下から 7行目 本特別教育を受講した者であっても、足場の組立て

等の作業に従事する場合に、高さ 2ｍ以上の箇所で

… 

 下から 7行目 足場の組立て等の作業に従事する場合に、足場の

組立て等作業主任者特別教育を受講した者であっ

ても高さ 2ｍ以上の箇所で… 

 下から 2行目 胴ベルト型は、腰に装着して使用する安全帯であ

る。建設工事用としては、１本つり用の安全帯が一

般的に使用されている。 

 下から 2行目 胴ベルト型は、腰に装着して使用する安全帯で

ある。建設工事用としては、１本つり用の安全帯

が一般的に使用されていた。 

183 図 6-16キャ

プション 

図 6－１6  安全帯フックの取付け箇所（くさび緊

結式足場の手すり先行工法）（例） 

183 図 6-16キャ

プション 

図 6－１6  安全帯フックの取付け箇所（低層住宅

用くさび緊結式足場の手すり先行工法）（例） 

184 表 6-4 

 

184 表 6-4 

 
 

 表 6-4 

 

 表 6-4 

 

192 上から 5行目 の鋼材等を取り扱う場合は皮手袋、… 192 上から 5行目 の鋼材等を取り扱う場合はかわ手袋、… 

208 表 

 

208 表 

 

209 図 

 

 

 

 

 

 

 

209 図 

 

211 上から 7行目 作業主任者  では皆、身体の調子は良いかね。 

        どうだね“Ｃさん”。 

作業者（Ｃ） 早く寝たから疲れがとれて快調だ

よ。 

211 上から 7行目 作業主任者  では皆、身体の調子は良いかね。 

       どうだね“Ｃさん”。 

睡眠、食事、体調の三つの問いかけを行い、全

員の姿勢や顔色などの表情を観察し、健康状態

を確認する。 

作業者（Ｃ） 早く寝たから疲れがとれて快調だ

よ。 

削 除 
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（旧版）第 5 版 令和 3年 3 月 5 日  No. 216400 （新版）第 6 版 令和 7 年 2 月 26 日 No. 216400 

頁 箇所 内容 頁 箇所 内容 

214 下から 12行

目 
ｇ 持場の後片付け 214 下から 12行

目 
ｇ 持ち場の後片付け 

 図   図  

218 上から 4行目 ａ 出血しているとき 

 直ちに三角布等で止血する。止血した時間は必ず

記録しておく。荷札等に時間を記入して被災者に付

けておくとよい。 

218 上から 4行目 ａ 出血しているとき 

 きれいなガーゼやタオルなどを重ねて傷口に当

て、その上を手で直接圧迫する直接圧迫止血法が

基本である。大量の出血の場合は、手足に限っ

て、最終的な手段として止血帯法がある。 

 上から 11行

目 
ｄ 呼吸が停止しているとき 

 直ちに人工呼吸を行い、医師が来るまで継続す

る。 

〈人工呼吸〉 

 〇口対口法………1分間 10～12回程度 

   人工呼吸の実施方法については、平常から

訓練によって体得していなければならない。 

 上から 12行

目 
ｄ 呼吸が停止しているとき 

 直ちに救命手当（一次救命処置：心肺蘇生とAED

を用いた電気ショック）を行うとともに、医師又

は救命隊に引き継ぐ。 

 ＜心肺蘇生＞ 

  ○ 胸骨圧迫 30回と人工呼吸２回を繰り返し

ておこなう 

 ＜AEDを用いた電気ショック＞ 

  ○  AEDの電源を入れ、以降は音声指示と点

滅するランプに従って操作する。 

     心肺蘇生やAEDの実施方法については、

平常から訓練によって体得していなければならな

い。 

 右下 （右画像追加）  右下 

 

234 下から1行目 28 安全帯（墜落による危険を防止するためのもの

に限る。） 

234 下から1行目 28 墜落制止用器具 

236 上から10行

目 

…教育を行なわなければならない。ただし、令第2

条第3号に掲げる業種の事業場の労働者について

は、第1号から第4号までの事項についての教育を省

略することができる。 

236 上から10行目 …教育を行なわなければならない。（左記下線部

分削除） 

 下から6行目 注）雇入れ時等の教育を全部又は一部省略する

ことができるものとは、職業訓練を受けた者等

教育すべき事項について十分な知識及び技能を

有していると認められる労働者である。 

第36条 （特別教育を必要とする業務） 

 下から9行目 （左記下線部分削除） 

第36条 （特別教育を必要とする業務） 

237 上から15行

目 

5～10の4 省略 237 上から10行目 ４の２～10の３ 省略 

10の４ 建設工事の作業を行う場合における、ジ

ャッキ式つり上げ機械（複数の保持機構（ワイヤ

ロープ等を締め付けること等によつて保持する機

構をいう。以下同じ。）を有し、当該保持機構を

交互に開閉し、保持機構間を動力を用いて伸縮さ

せることにより荷のつり上げ、つり下げ等の作業

をワイヤロープ等を介して行う機械をいう。以下

同じ。）の調整又は運転の業務 



5  

（旧版）第 5 版 令和 3年 3 月 5 日  No. 216400 （新版）第 6 版 令和 7 年 2 月 26 日 No. 216400 

頁 箇所 内容 頁 箇所 内容 

238 上から1行目 20の2～41 省略 238 1行目 20の２～38 省略 

39 足場の組立て、解体又は変更の作業に係る業

務（地上又は堅固な床上における補助作業の業務

を除く。） 

40 省略 

41 高さが２メートル以上の箇所であつて作業床

を設けることが困難なところにおいて、墜落制止

用器具（令第13条第３項第28号の墜落制止用器具

をいう。第130条の５第１項において同じ。）のう

ちフルハーネス型のものを用いて行う作業に係る

業務（前号に掲げる業務を除く。） 

262 下から9行目 第567条 （点検） 

 事業者は、足場（つり足場を除く。）における

作業を行うときは、その日の作業を開始する前に、

作業を行う箇所に設けた足場用墜落防止設備の取り

外し及び脱落の有無について点検し、異常を認めた

ときは、直ちに補修しなければならない。 

２  事業者は、強風、大雨、大雪等の悪天候若し

くは中震以上の地震又は足場の組立て、一部解体若

しくは変更の後において、足場における作業を行う

ときは、作業を開始する前に、次の事項について点

検し、異常を認めたときは、直ちに補修しなければ

ならない。 

262 下から9行目 第567条 （点検） 

 事業者は、足場（つり足場を除く。）におけ

る作業を行うときは、点検者を指名して、その日

の作業を開始する前に、作業を行う箇所に設けた

足場用墜落防止設備の取り外し及び脱落の有無に

ついて点検させ、異常を認めたときは、直ちに補

修しなければならない。 

２ 事業者は、強風、大雨、大雪等の悪天候若

しくは中震以上の地震又は足場の組立て、一部解

体若しくは変更の後において、足場における作業

を行うときは、点検者を指名して、作業を開始す

る前に、次の事項について点検させ、異常を認め

たときは、直ちに補修しなければならない。 

263 上から12行目 １ 当該点検の結果 263 上から12行目 １ 当該点検の結果及び点検者の氏名 

 上から15行

目 

第568条 （つり足場の点検） 

  事業者は、つり足場における作業を行うとき

は、その日の作業を開始する前に、前条第１号から

第４号まで、第６号及び第８号に掲げる事項につい

て点検し、異常を認めたときは、直ちに補修しなけ

ればならない。 

 上から15行目 第568条 （つり足場の点検） 

 事業者は、つり足場における作業を行うときは、

点検者を指名して、その日の作業を開始する前に、

前条第２項第１号から第５号まで、第７号及び第９

号に掲げる事項について点検させ、異常を認めたと

きは、直ちに補修しなければならない。 

 下から3行目 ４ 建地、布、腕木等の接続部及び交さ部は、…  下から2行目 ４ 建地、布、腕木等の接続部及び交差部は、… 

272 下から11行

目 

（右記追加） 272 下から11行目 第655条（足場についての措置） 

 注文者は、法第31条第１項の場合において、請負

人の労働者に、足場を使用させるときは、当該足場

について、次の措置を講じなければならない。 

 １ 構造及び材料に応じて、作業床の最大積載

荷重を定め、かつ、これを足場の見やすい場所に

表示すること。 

 ２ 強風、大雨、大雪等の悪天候若しくは中震以上

の地震又は足場の組立て、一部解体若しくは変更の後

においては、点検者を指名して、足場における作業を

開始する前に、次の事項について点検させ、危険のお

それがあるときは、速やかに修理すること。 

  イ 床材の損傷、取付け及び掛渡しの状態 

  ロ 建地、布、腕木等の緊結部、接続部及び

取付け部の緩みの状態 

― 27 2― 

  ハ 緊結材及び緊結金具の損傷及び腐食の状態 

  ニ 足場用墜落防止設備の取り外し及び脱落の有無 

  ホ 幅木等の取付状態及び取り外しの有無 

  ヘ 脚部の沈下及び滑動の状態 

  ト 筋かい、控え、壁つなぎ等の補強材の取

付けの状態 

  チ 建地、布及び腕木の損傷の有無 

  リ 突りようとつり索との取付部の状態及び

つり装置の歯止めの機能 

 ３ 前２号に定めるもののほか、法第42条の規定に

基づき厚生労働大臣が定める規格及び第２編第10章

第２節（第559条から第561条まで、第562条第２項、第

563条、第569条から第572条まで及び第574条に限る。）

に規定する足場の基準に適合するものとすること。 

２ 注文者は、前項第２号の点検を行つたときは、次

の事項を記録し、足場を使用する作業を行う仕事が終

了するまでの間、これを保存しなければならない。 

 １ 当該点検の結果及び点検者の氏名 

 ２ 前号の結果に基づいて修理等の措置を講じ

た場合にあつては、当該措置の内容 
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頁 箇所 内容 頁 箇所 内容 

274 上から11行

目 

５ 積載荷重 令第12条第６号の積載荷重をいう。 275 上から11行目 ５ 積載荷重 令第12条第１項第６号の積載荷重

をいう。 

278 上から3行目 ２ 労働者に安全帯（令第13条第３項第２８号の安

全帯をいう。）その他の命綱（以下「安全帯等」と

いう。）を使用させること。 

279 上から5行目 ２ 労働者に要求性能墜落制止用器具（安衛則第

130条の５第１項に規定する要求性能墜落制止用器

具をいう。）その他の命綱（以下「要求性能墜落

制止用器具等」という。）を使用させること。 

279 下から8行目 ３ 作業中、安全帯等及び保護帽の使用状況を監視

すること。 

280 下から６行目 ３ 作業中、要求性能墜落制止用器具等及び保護

帽の使用状況を監視すること。 

283 上から6行目 ２ 労働者に安全帯等を使用させること。 284 上から8行目 ２ 労働者に要求性能墜落制止用器具等を使用さ

せること。 

 上から10行

目 

３  労働者は、前項の場合において安全帯等の使

用を命じられたときは、…… 

 上から12行目 ３  労働者は、前項の場合において要求性能墜落

制止用器具等の使用を命じられたときは、…… 

284 下から9行目 ３ 作業中、安全帯等及び保護帽の使用状況を監視

すること。 

285 下から9行目 ３ 作業中、要求性能墜落制止用器具等及び保護

帽の使用状況を監視すること。 

288 上から5行目 ３ 作業中、安全帯等及び保護帽の使用状況を監視

すること。 

289 上から5行目 ３ 作業中、要求性能墜落制止用器具等及び保護

帽の使用状況を監視すること。 

289 下から10行

目 

３ 作業中、安全帯等及び保護帽の使用状況を監視

すること。 

290 下から10行目 ３ 作業中、要求性能墜落制止用器具等及び保護

帽の使用状況を監視すること。 

292 上から4行目 ３ 作業中、安全帯等及び保護帽の使用状況を監視

すること。 

293 

 

上から4行目 ３ 作業中、要求性能墜落制止用器具等及び保護

帽の使用状況を監視すること。 

297 下表 
（上欄） 

受講の免除を受けることができる者 
 

１ 第１条各号に掲げる者 
２ 職業能力開発促進法施行令（昭和44
年政令第258号）別表第1に掲げる検
定職種のうち、とびに係る１級又は
２級の技能検定に合格した者 

 

 

298 下表 
（上欄） 

受講の免除を受けることができる者 
 

１ 第１条各号に掲げる者 
２ 職業能力開発促進法施行規則別表第

11の３の３に掲げる検定職種のうち
、とびに係る１級又は２級の技能検
定に合格した者 

 

 

 

参考

文献 

上から1行目 
参考文献 

参考

文献 

上から1行目 
参考文献（初版出版時） 

 


